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操業再開の状況

富来地区（志賀町）
底びき網、定置網、まき網、かご主な漁業
R6.1月:定置網、底びき網、かご

（えび）再開
R6.3月:かご（べにずわい）再開
R6.5月:まき網再開

再開状況

輪島地区（輪島市）
底びき網、刺し網、海女漁、かご主な漁業
R6.3月:かご（べにずわい）再開

※金沢港拠点
R6.7月:海女のモズク漁が試験的

再開
R6.10月:底びき網再開
R6.11月:刺し網再開
R7.3月:かご（べにずわい）が

輪島港で水揚げ再開
R7.5月:定置網再開
R7.7月:海女のモズク漁、

アワビ・サザエ漁再開
R8.4月:まき網再開

再開状況

珠洲地区（珠洲市）
底びき網、定置網主な漁業
R6.1月:定置網再開
R6.3月:底びき網再開

再開状況

能登地区（能登町）
定置網、いか釣り、底びき網主な漁業
R6.1月:定置網、小型いか釣り

再開
R6.3月:底びき網再開
R6.5～6月:中型いか釣り出漁

再開状況

七尾地区（七尾市、穴水町）
定置網、底びき網、養殖（能登と
り貝、カキ）

主な漁業

R6.1月:定置網、底びき網、カキ
養殖出荷再開

R6.5月:能登とり貝出荷開始

再開状況
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能登半島地震後の復旧・操業の状況



主要地区水揚状況の比較（漁獲量）
（参考:震災前）震災後２年目

（令和７年１～１２月）
震災後１年目

（令和６年１～12月）漁獲量
令和５年
（トン）

平年
（トン）対令和5年対平年（トン）対令和5年対平年（トン）

9,6079,74782%81%7,92056％55％5,402富来地区
（志賀町）

5,4435,83441%38%2,2134％4％232輪島地区
（輪島市）

4,4754,564121%119%5,42174％73％3,315珠洲地区
（珠洲市）

6,7087,647131%115%8,78394％82％6,277能登地区
（能登町）

9,2029,636158%151%14,57390％86％8,314七尾地区
（七尾市・穴水町）

35,43437,429110%104%38,91066％63％23,540
北部６市町計

（志賀町、輪島市、珠洲市、
能登町、穴水町、七尾市）

39,66941,931110%104%43,51772％68％28,566
石川県合計

（加賀市、金沢市、
北部６市町）

※平年:令和元年～５年の平均



主要地区水揚状況の比較（漁獲金額）
（参考:震災前）震災後２年目

（令和７年１～１２月）
震災後１年目

（令和６年１～12月）漁獲金額
令和５年

（百万円）
平年

（百万円）対令和5年対平年（百万円）対令和5年対平年（百万円）

2,3742,166103%113%2,44273％80％1,741富来地区
（志賀町）

2,5612,47465%67%1,66713％13％320輪島地区
（輪島市）

1,3611,24299%108%1,34660％65％813珠洲地区
（珠洲市）

3,3683,05771%78%2,37679％87％2,649能登地区
（能登町）

2,2381,891111%132%2,494105％125％2,361
七尾地区

（七尾市・穴水
町）

11,90110,82987%95%10,32466％73％7,884
北部６市町計

（志賀町、輪島市、珠洲市、
能登町、穴水町、七尾市）

14,93113,79390%97%13,38878％84％11,593
石川県合計

（加賀市、金沢市、
北部６市町）

※平年:令和元年～５年の平均





海の変化と今後の課題



富山湾

平均水深
・北湾:22.2 m
・西湾: 6.3 m
・南湾:10.0 m

・潮汐差が小さい（潮位差は年間最大38cm）
・全域で小型船漁業ナマコ、カレイ類、

シャコ、アカガイ、トリガイ
・西湾、北湾のマガキ養殖
・『能登とり貝』の養殖、ブランド化



七尾湾の住人たち



種苗配布(SL10mm)

・７月中～下
・垂下水深10m前後
・飼育密度 100~50/箱

出荷(SL80mm~)

・５~６月 出荷
・重量で規格分け

・100g以上を出荷

プレミアム 200 g 以上

海中に垂下・育成

・7月下～翌年4月
・3~5回の箱替え
・密度 50→20個/箱

トリガイ養殖の取り組み
養殖の流れ (7月~翌年5月)

6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月

出荷出荷箱替箱替配布



・年間の平均気温は一貫して上昇傾向
・ここ３年は20年に一度の高水温が連続
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2013/10/9 2014/9/8-11

2014年2013年
南西風降水量(mm)南西風降水(mm)
強い565強い3238月

強い・弱い135弱い3309月

西湾の貧酸素水塊
2013年と2014年 七尾西湾底層のDO濃度
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トリガイの育成に最適な水深は?
・観測データ＋成⾧モデル

・成⾧に最適な水深帯を情報提供
・自動昇降式水質計(株)環境システム社製

・石川県水産総合センターHPで公開中
“七尾湾”, “水温” で検索

トリガイ養殖と生育環境 高水温、貧酸素対策



有機物
・排泄物の落下

七尾湾の物質循環

内湾地形 → 海水交換しにくい,水深が浅い→光が届く
水温上昇 → 水温が高い時期は鉛直混合しにくい

O2生産

O2消費

枯死・堆積有機物の分解,藻類の呼吸→貧酸素化

栄養塩溶出→藻類の増殖
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各年表層水温の平年差
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七尾西湾の藻場の変化

ガラモ場の分布域 1990年 2011年
アマモ場の分布域 1990年 2011年

1990年 2011年 2025年
アマモ場 1,258ha 1,042ha(83%)
ガラモ場 44ha 6ha(14%)
合計 1,302ha 1,048ha(80%)



林ら (1992)

含泥率 (2014年6月) 含泥率 (1982年5-6月)

海底の泥化の進行
1982年と2014年の比較

• 全域で含泥率が50％に上昇
• 南湾,西湾－北湾海峡部,穴水湾で泥質化の進行が顕著

原田ら (2014)



海底に生息する貝類の種類数
1982年と2014年の比較

• 二枚貝の優占種は変わらず
• 巻貝の種数が著しく減少

1982年 2014年
ヒザラガイ類 2 0
巻貝類 14        1
ツノガイ類 2 0
二枚貝類 15 16    

林ら(1992),原田ら (2014) 



養殖開始
出荷率70-20%

試験生産
出荷率40-75%

トリガイ養殖の取り組み

出荷率の向上には、
高い生残率と安定的な成⾧が重要

*出荷率 =出荷個数/配布個数,100g以上

22～25追加


